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らかにすることは，民主化を進めようとする台湾が目指している社会像を明らかにすることにもつ
ながるといえる。







１．台湾における civil society 概念の受容
1.1　社会運動の興隆と「民間社会」論の開始
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かどうかが，公民社会の発展の要であるとした。李・呉は，非営利組織や社会団体が，メディアや
その他の公共空間を通じ，対話，意思疎通，連結をおこなう場のことを「公共圏」とし，「公共圏
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